



















メータの装置図を図 . 1 に示す。
本装置での発熱速度は式









すなわち、 U は必要なく単に実測可能な Fj と σ2 -Tj )の積で求まる。
本装置の測定精度は冷却液の流量と温度差に依存するが今回の研修では冷却液流量を































































式により on，off し、全体の 20%
だけ使用する時間分割法により
ヒーターに平均して 60J/S の熱量を与え、反応器内の温度を 50 0Cに保持させた。この方法はある





















発熱速度の変動から調べた。 49.5 300 
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Fig.4リレー方式による方法













テムを開始した後、 50. 1 0Cまで上昇す
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ら =kp[M]p~NpMg/Mo /NA =QMg /(-.6.Hr)/W (2) 
で表される。ここで、 kp 成長反応速度
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された。その結果、従来の方式では測 Fig.7 スチレンの乳化重合への応用その二
定が困難な実験条件において発熱速度の解析
ができた。
スチレンの乳化重合において乳化剤濃度が高い条件では発熱速度の定常値がなく L 粒子内平均ラ
ジカノレ数n が重合率 40%付近までは緩やかに増加し、その後は粒子内のモノマー濃度の減少で発熱
速度も低下するが、 75"'85%付近では発熱速度がそれほど下がらず、今までの方法では見つけるこ
とが出来なかった興味ある挙動が観察された。 [M]pが減少しているにもかかわらず重合後期の発熱
速度の急激な増加は、 n の急激な増加すなわちゲル効果がスチレンの乳化重合でも起きていること
を示唆しているものと思われる。
今後はこの研修で得られた知見を基にスチレンの乳化重合反応機構の解析に寄与していきたい。
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